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旭小学校周辺地区の

現状と課題、経過・実績について１
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1 地区の現状、課題について 旭小学校周辺地区の概要

世田谷総合支管内

国道２４６号

環状七号線

旭小学校
周辺地区

【旭小学校周辺地区】

面積；約６０．６ｈａ
位置；上馬一丁目

野沢一丁目、二丁目
下馬二丁目、三丁目
三軒茶屋一丁目各地内

事業；平成５年～

１
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1 地区の現状、課題について 建物構造別分布図１

耐火造

準耐火造

防火造

木造
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1 地区の現状、課題について１ 現況幅員図

４ｍ未満

４ｍ以上６ｍ未満

６ｍ以上
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1 地区の現状、課題について１ 昭和５６年以前の建物分布図
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1 地区の現状、課題について１ 公園等分布図
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1 地区の現状、課題について 消防活動困難区域１

消防活動は、幹線道路網に
接続する幅員６ｍ以上の道路
から半径約１４０ｍの範囲で
可能とされています。それ以
外の区域では消防活動が困
難なため、そのエリアを消防
活動困難区域としています。
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1 地区の現状、課題について１

課 題

○ 行き止まり路多い

○ 公園、広場等のオープンス

ペースが少ない

○老朽木造建物が多い

○狭あいな道路が多い

旭小学校周辺地区の課題
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２ 防災街づくりの取り組み 災害に強い街を目指して・・・

・安全な避難路整備 通り抜け路整備
主要区画道路整備

・延焼遅延帯となる主要生活道路整備
・公園等のオープンスペースの確保 etc…

基盤整備

・地区計画、地区街づくり計画
敷地面積の最低限度や壁面の位置、垣や柵についてルールを決める等

・新たな防火規制
建替える際は防火性の高い建築物へと誘導します

街の将来像を見据えたルール

１
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２ 防災街づくりの取り組み１ これまでの区の取り組み年表

平成 ５年 上馬・野沢地区の街づくりを始める
住宅市街地総合整備事業（旧密集事業）を適用

平成 ７年 「上馬・野沢地区地区街づくり計画」策定（地区街づくり
計画に基づく指導を開始）

平成17年 地区計画の基本方針の説明会開催
平成18年 地区計画の意見交換会開催
平成19年 主要生活道路・主要区画道路沿道アンケート実施

地区計画の意見交換会開催

平成20年 地区計画の意見交換会開催
素案説明会開催、原案説明会開催・公告・縦覧・
意見書受付

平成21年 「旭小学校周辺地区地区街づくり計画」の見直し、
「旭小学校周辺地区地区計画」策定
「新たな防火規制」の区域指定
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２ 防災街づくりの取り組み１ 事業計画図
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３ これまでの実績１ 用地取得箇所

【凡例】

道路整備箇所

公園整備箇所

土地取得箇所
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３ これまでの実績１ 建築行為等の届出件数

34593538件数

平成24年平成23年平成22年
平成21年
（5月～）

年度

新たな防火規制区域に指定後の建築行為等の届出件数

【旭小学校周辺地区での建築行為等の届出件数】
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区域に指定後は、全て耐火・準耐火以上の建物へと建替わる。



３ これまでの実績１ 他地区との比較

１．４２㎡/人

６３．３７％

３８．１％

太子堂・三宿地区

０．４７㎡/人０．２１㎡/人住民一人当た
りの公園面積

６０．２％５５．６％
不燃領域率

（東京都基準）

２２．２％４１．２％
老朽木造

棟数率

世田谷・若林地区旭小学校周辺地区

Ｈ２３年度調査
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事業を進める上での課題１

問題点

○建替えにあわせた整備のため時間

がかかる

○ 地権者への負担が大きい

→行き止まり路の解消のための整備

が進まない

→基盤整備が進まない

問 題 点

負担を軽減し、早期に効果を発揮できる街づくりを進めます。
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今後の取り組みについて２
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①行き止まり路解消に向けての新たな取り組み

旭小学校（一時集合所）の北側を重点整備地区とし、通り抜け路の整備や通り抜
け機能を持った小公園の整備を行います。

→旭小学校へ直結する通り抜け路の整備

行き止まり
路、小公園
の整備

②主要生活道路１３０号線での新たな取り組み

これまで行ってきた修復型の街づくり事業では時間がかかってしまうのと、補償
を受けることが出来ませんでした。個別に道路拡幅について相談のあった方から、
補償を入れて道路整備を行っていきます。

→延焼遅延効果の向上

個別対応

事業

地区内の行き止まり路を全て整備するには多くの時間と費用がかかります。そこ
で、民有敷地を利用した避難路整備に助成を行います。

→緊急時の避難路整備への助成

避難路

整備助成
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今後の取り組みについて２ 旭小学校周辺の一体的な防災力強化



避難所へ直結する
ルートがない

①行き止まり路解消に向けての新たな取り組み 行き止まり路、小公園の整備２

19

重点的に整備を行
い、避難所へ直結
する避難路の整備
を行う。

旭小学校
（一時集合所）



×

整備前

①行き止まり路解消に向けての新たな取り組み 行き止まり路、小公園の整備２
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整備前現場写真

①行き止まり路解消に向けての新たな取り組み 行き止まり路、小公園の整備２
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整備前現場写真

①行き止まり路解消に向けての新たな取り組み 行き止まり路、小公園の整備２
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整備後

①行き止まり路解消に向けての新たな取り組み 行き止まり路、小公園の整備２
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整備後現場写真

①行き止まり路解消に向けての新たな取り組み 行き止まり路、小公園の整備２
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整 備 前

行き止まり路：２方向避難ができない
等、災害時の避難に課題がある。

①行き止まり路解消に向けての新たな取り組み 避難路整備助成２
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整 備 後

緊急避難路：災害時の２方向避難を
可能とする。

①行き止まり路解消に向けての新たな取り組み 避難路整備助成２
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申
請
者

世
田
谷
街
づ
く
り
課

事前相談

※通り抜け路の整備内容の確認

※ 敷地を提供していただく方の

確認

①行き止まり路解消に向けての新たな取り組み 避難路整備助成２
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地域の方々の合意形成

・行き止まり箇所、行き止まり
経路の確認

・工事の仕様について

・工事予定費

・協定書の確認

・維持管理について



区
へ
申
請

工
事

助
成
金
の
支
払
い

申
請
者

世
田
谷
街
づ
く
り
課

事前相談

区
で
審
査

完
了
検
査

※ 通り抜け路の整備内容の確認

※ 敷地を提供していただく方の

確認

①行き止まり路解消に向けての新たな取り組み 避難路整備助成２
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主要生活道路１３０号線

新たな取り組みについて

平成２５年５月

世田谷区道路整備部
道路計画・外環調整課
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説明内容

• 主要生活道路130号線の概要

• これまでの取り組みと

新たな事業手法について

• 事業の進め方
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主要生活道路130号線の概要
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路線概要
道路延長：

約１，１７０ ｍ

現況道路幅員：

約４．５～９．１ｍ

計画道路幅員：

１０．０ ｍ
環
状
七
号
線

明薬通り

Ｎ

旭小学校

国
道
２
４
６
号

A-
2路

線

A-1路
線

４



主要生活道路１３０号線の現況写真

Ａ－１路線

Ａ－２路線
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整備による効果

• 防災性の向上

• 歩行者の安全性と快適性の向上
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整備による効果

※延焼遅延帯

道路などの不燃的要素により、火災の延焼を遅らせる効果を

持っているもの。

沿
道
建
物

沿
道
建
物

１０ｍ

防災性の向上

消防活動の円滑化

延焼遅延帯の形成

避難路の確保

緊急車両の通行
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環
状
七
号
線

国
道
２
４
６
号

明薬通り

Ｎ

旭小学校

支援物資の輸送

整備による効果

防災性の向上
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整備による効果

１０ｍ

車道歩道 歩道

※幅員構成は警察との協議により決定します。

歩行者の安全性と快適性の向上
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主要生活道路：
主要生活道路232号線（用賀一丁目付近）

１０



これまでの取り組みと
新たな事業手法について

１１



経緯

平成 ２年 主要生活道路１３０号線整備方針策定

平成 ７年 上馬・野沢地区街づくり計画策定により
用地取得開始

平成１６年 主要生活道路１３０号線全線を優先整備
路線に指定

平成１９年 道路計画線形に関する説明会実施
（A－１区間）

１２



これまでの取り組み
（建て替え連動型事業）

建て替え連動型事業

建て替えにあわせて、計画線を外して建
築して頂き、道路用地を取得する。

１３



建て替え連動型事業

道
路
計
画
位
置

道
路
計
画
位
置

１４



建て替え連動型事業

・事業期間が長期となるが、皆様のライフサイク
ルに合わせて事業を行う。

・土地面積が小さくなるなど生活再建に支障を
きたすようなケースも考えられる。
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一般的な道路整備事業手法
（路線型事業）

路線型事業

区間、期間、道路計画区域を定めて一
律に事業を行う。
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新たな事業手法

～個別対応型事業～
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新たな取り組み
（個別対応事業）

個別対応事業

あらかじめ、事業区間は定めず、１件１件個別
に対応する。そして、事業協力が得られた箇所
より、道路区域を決定する。

対象：１３０号線全区間

１８



個別対応事業

【補償について】

工作物の移転、建物の 建て替えが必要な場合、

道路事業により通常生ずる損失については

補償が可能。

（建物移転補償、工作物移転補償 等）

１９



個別対応事業

【事業区間について】

建て替え連動型事業と同様に、１敷地単位で

事業を行う。

事業単位：１敷地

２０



個別対応事業

【道路計画線について】

• 現況の道路線形を踏まえて、改めて検討し、線
形を決定

• 事業に協力していただける地権者に対して個別
に提示

２１



個別対応事業と
建て替え連動型事業の比較

個別対応事業

【補償】

補償可能

【事業区間】

１敷地単位

建て替え連動型事業

【補償】

補償困難

【事業区間】

１敷地単位
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事業の進め方
（個別対応事業）

２３



事業の流れ

区
に
連
絡
・事
業
説
明

用
地
測
量

土
地
価
格
・補
償
調
査

契
約

物
件
移
転
・土
地
の
引
渡
し
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用地測量

皆様方の土地の周囲の境界を確定し、道路
となる面積と道路面積を除いた敷地面積を確
定します。

①現地立会いにより境界の位置を確認

②土地境界確認書類の作成

③道路となる面積の確定

２５



用地測量

道
路
計
画
位
置

道
路
計
画
位
置
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土地価格・補償調査

①土地の評価額の算定

②物件移転等の補償調査

・建物移転補償

・動産移転補償 等
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ご理解とご協力をお願いします。

連絡先

世田谷区 道路整備部

道路計画・外環調整課

ＴＥＬ ０３（５４３２）２５３７

２８


